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第 16 回学会大会が開催されました  
 

日  時  ：  令和 7 年 3 月 1 7 日（月）1 3 : 0 0～1 7 : 3 0  
場  所  ：  国士舘大学  世田谷キャンパス  メイプルセンチュリーホール  
テーマ  ：  ジュニア育成のためのコーチング  
参加者  ：  9 8 名  
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第 16 回学会大会開催報告  

大会プログラム  

 

1 2：1 5～1 3：0 0  受付開始・ポスター掲示  

1 3：0 0～1 3：1 0  開会式  

1 3：1 0～1 4：3 0  シンポジウム：プロスポーツチームは育成年代に何ができるのか  

－ジャイアンツ U 1 5 の挑戦－  

1 4：4 0～1 5：5 0  ポスター発表（2 分間の口頭による概要説明）  

1 6：0 0～1 6：5 0  ポスター発表（責任着座制）  

1 7：0 0～1 7：3 0  総会、表彰式、閉会式  

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 



                                                                        2024 年度 会報「とうきょう」 No.2 
 

3 
 

シンポジウム：プロスポーツチームは育成年代に何ができるのか  
－ジャイアンツ U15 の挑戦－  

 
趣旨説明  

近年、野球、サッカー、バスケットボールなど、海外における日本人選手の活躍が
テレビニュースだけでなく S N S 等でも配信され、目にする機会も多くなり、大舞台で
の活躍を夢見るこどもも少なくない。しかしその一方で、部活動の地域移行化による
スポーツ環境の変化、指導者の確保や資質の向上、行き過ぎた勝利至上主義など、こ
どものスポーツを取り巻く環境には様々な課題がある。  
東京体育学会第 1 6 回学会大会では、“ジュニア育成のためのコーチング”をテーマに

設定した。本シンポジウムでは、ジャイアンツ U 1 5 の指導にあたるスタッフの方々に
登壇戴き、野球のジュニア育成のためのコーチング、スポーツ科学的サポートの実状
など、プロスポーツチームの取り組みについて話題提供いただく。また、タレント育
成や、ジュニア期のコーチングの重要性について考える機会としたい。  

 
 
シンポジスト：片岡保幸（ジャイアンツ U 15 監督）  

テーマ：ジャイアンツ U 1 5 ジュニアユース（多摩川ボーイズ）創設の目的・理念  
 
シンポジスト：林   卓史（朝日大学・ジャイアンツ U 15 投手コーチ）  

テーマ：発育発達を考慮した技術指導の取り組み  
 
シンポジスト：石森   卓（ジャイアンツ U 15 フィジカルコーチ）  

テーマ：発育発達を考慮したフィジカルトレーニングの取り組み  
 
司会・進行：秋葉茂季（国士舘大学・ジャイアンツ U 15 メンタル担当）  
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シンポジスト：片岡  保幸  氏  

シンポジスト：石森  卓  氏  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

司会・進行：秋葉  茂季  氏  

 

シンポジスト：林  卓史  氏  
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一般研究発表一覧  

 

演題
番号  氏名  所属  演題名  

1  陳  洋明  国士舘大学  
陸上運動系領域における「授業のオープンエンド化」
を目指した学習過程の有用性  －小学校 3 年生の「幅
跳び」単元を対象とした事例的検討を通して－  

2  張  潮宇  
国士舘大学大
学院人文科学
研究科  

保健体育教員養成における模擬授業の在り方に関する
研究～日本の K 大学と中国の T 大学の体育教育実習生
を対象にして～  

3  八巻  一紗  東京学芸大学  女子学生における月経時の体育授業への向き合い方：
月経に伴う心身の症状が軽い女子学生の語りから  

4  河野  和顕  東京学芸大学
教職大学院  脱目的性を基底に据えた体つくり運動の理論的考察  

5  春木  柚乃  日本女子体育
大学大学院  

大学生競技者の当事者意識を高めるハラスメント防止
教材の作成と有効性の検討  －判断基準不明瞭場面に
着目して－  

6  松浦  桃子  帝京平成大学
学部生  

大学生アスリートの感覚処理感受性と心理的能力との
関連  

7  佐藤  櫻花  帝京平成大学
学部生  

大学スポーツ選手のメタ認知能力はメンタルヘルスの
促進因子となりうるか？  ―マインドフルネスを媒介
変数とした検討―  

8  内山  璃湖  日本女子体育
大学大学院  

国内トップリーグにおける女子サッカー選手のライフ
イベントと競技の両立  －結婚・出産・育児に着目し
て－  

9  栗本  恭宏  東洋大学京北
中学高等学校  

砲丸投げの投法に関する研究  
-グライド投法から回転投法への移行について -  

10  天野  勝弘  
環太平洋大学
スポーツ科学
センター  

視覚改善機器アイトレの視覚改善効果および改善の持
続性について  

11  大芝  健人  東京学芸大学
大学院  

なわとび運動における縄の長さの相違が跳躍特性およ
び生理学的負担度に及ぼす影響  

12  古田  なつみ  国士舘大学大
学院  

成人女性における M R I 法による四肢の体分節組織分布
の特徴  

13  近松  俊弥  国士舘大学大
学院  

大学陸上競技選手における有酸素性作業能力の変化と
競技力の年間変化  

14  中根  大翔  
日本大学大学
院総合社会情
報研究科  

陸上競技選手のスクワット特性に関する一考察―
1 0 8 0 q u a n t u m を用いて  

15  村田  宗紀  東洋大学  用具の長さが上肢スウィング動作に与える影響  

16  田邉  凱聖  国士舘大学大
学院  

男子ソフトボール選手における投球速度の違いに対す
る打撃動作のキネマティクス的特徴  
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演題
番号  氏名  所属  演題名  

17  石野  光  国士舘大学大
学院  

大学野球投手における跳躍能力と投球動作中の地面反
力の関係  

18  吉田  平  平成国際大学  一般男子大学生の短距離走における足部接地パタンに
関する研究  

19  増田  実姫  
東京大学大学
院総合文化研
究科  

フィギュアスケートのジャンプにおける回転軸変動の
定量化とその要因の解明  

20  平塚  和也  八戸学院大学  T e n s i o m y o g r a p h y による収縮様式が異なる運動後
の筋収縮特性の比較  

21  新井  千江  国士舘大学  綿包帯による膝関節固定が膝伸展・屈曲筋力及び筋の
形状変化に及ぼす影響  

22  齋藤  愛見  
日本ダンスサ
イエンスアカ
デミー  

バレエの直立およびプリエ姿勢における年齢と経験に
よる変化  

23  藤戸  靖則  大阪産業大学  
クリティカルスピードによる 1 0 k m オープンウォータ
ースイミング競技のレース分析－世界トップレベルの
選手を対象に－  

24  工藤  翼  仙台大学学部
生  

ここを狙え！ハンドボールにおける速攻時のシュート
コースについて  

25  川本  裕大  
東京大学大学
院総合文化研
究科  

テニスの試合のピンチの場面でのスタッツと試合結果
の関係  

26  浦山  萌衣  仙台大学学部
生  大学野球における奪四死球数と勝敗の関係  

27  吉村  広樹  仙台大学体育
学部  

大学野球における外野手の守備機会の特性と失策傾向
の検討  

28  加藤  基  
帝京大学医療
技術学部スポ
ーツ医療学科  

高校生陸上競技者とその指導者のコンディショニング
に関する相談先と情報ニーズ  
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東京体育学賞、東京体育学奨励賞  受賞者  

 
【東京体育学賞】  

該当者なし  
 

【東京体育学奨励賞】  
  増田実姫（東京大学大学院総合文化研究科）  

演題番号：1 9  
演題タイトル：フィギュアスケートのジャンプにおける回転軸変動の定量化

とその要因の解明  
 

  春木柚乃（日本女子体育大学大学院）  
演題番号：5  
演題タイトル：大学生競技者の当事者意識を高めるハラスメント防止教材の作

成と有効性の検討－判断基準不明瞭場面に着目して－  
 

  近松俊弥（国士舘大学大学院）  
演題番号：1 3  
演題タイトル：大学陸上競技選手における有酸素性作業能力の変化と競技力

の年間変化  
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

写真左から、増田実姫さん、春木柚乃さん、近松俊弥さん、船渡和男会長  
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令和 6 年度第 1 回常任理事・理事会議事録  
 

日時：令和 6 年 1 2 月 1 0 日（火）  1 8 時 0 0 分～1 8 時 3 0 分  
形式：オンライン（Z o o m）  
 
出席者  
理  事：及川佑介、太田あや子、岡出美則、川上泰雄、川原貴、菊幸一、菊池直樹、  

工藤和俊、熊川大介、佐々木玲子、沢井史穂、新海宏成、杉田正明、田中重陽、  
野口智博、袴田智子、広瀬統一、船渡和男、星川佳広、細越淳二、水上博司、  
村岡哲郎（敬称略）                       計 1 9 名  

幹  事：赤澤祐美、平野智也  
事務局：藤戸靖則  

 
欠席者  
理  事：秋葉茂季、稲葉優希、岡本孝信、柏木悠、相馬満利、野井真吾、宮地元彦  

（敬称略）                   計 7 名（委任状提出 6 名）  
 
 
田中理事長より出席・欠席者数と委任状提出数の報告がなされ、決議が成立することが確
認された。  
 
I．報告事項  

1 .  新入会員、退会・転出者について  
田中理事長より【報  -  資料 1】に基づき報告がなされた。  

 
2 .  若手研究助成の審査結果について  
田中理事長より【報  -  資料 2】に基づき報告がなされた。  

 
3 .  第 1 0 4 回、1 0 5 回研究会について  
田中理事長より【報  -  資料 3】に基づき報告がなされた。  

 
4 .  東京体育学研究第 1 6 巻について  
赤澤幹事より、掲載が決定している論文は研究論文 2 編、研究報告 2 編であることが
報告された。  

 
5 .  その他  
特になし  
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I I．審議事項  
1 .  令和 5 年度事業報告について  
田中理事長【審  -  資料 1】に基づき報告がなされ、承認された。  

 
2 .  令和 5 年度会計報告について  
事務局の藤戸より【審  -  資料 2】に基づき報告がなされ。  
太田監事より適切に処理されていることが報告され、承認された。  

 
3 .  令和 7 年・8 年度（2 0 2 5 . 4 . 1～2 0 2 7 . 3 . 3 1）役員選挙について  
田中理事長より【審  -  資料 3】に基づき説明がなされ、承認された。  

 
4 .  東京体育学会第 1 6 回大会（案）について  
田中理事長より【審  -  資料 4】に基づき説明がなされ、承認された。  

 
5 .  その他  
特になし  

 
 
Ⅲ．懇談事項  

1 .  東京体育学研究の投稿・編集規定および投稿要領の改正について  
【別紙】  

 
（文責：幹事  赤澤祐美、平野智也）  
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令和 6 年度第 2 回常任理事・理事会議事録  

 
日時：令和 7 年 3 月 1 7 日（月）  1 0 時 4 5 分～1 1 時 2 0 分  
形式：国士舘大学世田谷キャンパス  メイプルセンチュリーホール  5 階第 1 会議室  
 
出席者  

理  事：秋葉茂季、太田あや子、川原貴、菊幸一、佐々木玲子、沢井史穂、新海宏成、
田中重陽、野井真吾、野口智博、広瀬統一、船渡和男、細越淳二、水上博司、
村岡哲郎（敬称略）                      計 1 5 名  

幹  事：赤澤祐美、平野智也  
 
欠席者  

理  事：稲葉優希、及川佑介、岡出美則、岡本孝信、柏木悠、川上泰雄、菊池直樹、
工藤和俊、熊川大介、相馬満利、杉田正明、袴田智子、星川佳広、宮地元彦
（敬称略）                計 1 4 名（委任状提出 1 1 名）  

 
田中理事長より出席・欠席者数と委任状提出数の報告がなされ、決議が成立することが確
認された。  
 
I．報告事項  

1 .  令和 7・8 年度東京体育学会理事の選挙結果について  
田中理事長より【報  -  資料 1】に基づき報告がなされた。  

 
2 .  新入会員、退会・転出者について  

田中理事長より【報  -  資料 2】に基づき報告がなされた。  
 

3 .  第 1 6 回学会大会について  
田中理事長より【報  -  資料 3】に基づき報告がなされた。  

 
4 .  令和 6 年度中間事業報告について  

田中理事長より【報  -  資料 4】に基づき報告がなされた。  
 

5 .  令和 6 年度中間会計報告について  
赤澤幹事より【報  -  資料 5】に基づき報告がなされた。  
 

6 .  東京体育学研究第 1 6 巻について  
平野幹事より【報  -  資料 6】に基づき報告がなされた。  
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7 .  その他  
特になし  

 
I I．審議事項  

1 .  令和 7 年度事業計画案について  
田中理事長より【審  -  資料 1】に基づき説明がなされ、承認された。  

 
2 .  令和 7 年度予算案について  

野口会計担当理事より【審  -  資料 2】に基づき説明がなされ、承認された。  
 

3 .  令和 7 年度若手研究助成について  
田中理事長より【審  -  資料 3】に基づき説明がなされた。  

 
4 .  令和 6 年度総会次第について  

田中理事長より【審  -  資料 4】に基づき説明がなされ、承認された。  
 

5 .  その他  
特になし  

 
（文責：幹事  赤澤祐美、平野智也）  
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令和 6 年度総会議事録  

令和 7 年 3 月 1 7 日（月）1 7：0 0～1 7：2 0  
会場：国士舘大学  世田谷キャンパス  メイプルセンチュリーホール  大教室  

 
1 .  会長挨拶  

船渡会長よりご挨拶があった。  
2 .  議長選出  

東京体育学会規則第 5 章第 2 6 条に基づき、総会出席者の中から今若太郎会員が選出
された。  

3 .  議題  
報告事項  
（ⅰ）令和 7・8 年度東京体育学会理事の選挙結果について  

吉岡選挙管理委員長より【報 -資料 1】に基づいて報告された。  
（ⅱ）令和 6 年度事業中間報告について  

田中理事長より、【報 -資料 2】に基づいて報告された。  
（ⅲ）令和 6 年度中間会計報告について  

野口会計担当理事より、【報 -資料 3】に基づいて報告された。  
（ⅳ）若手研究助成について  

沢井研究担当理事より、【報 -資料 4】に基づいて報告された。  
（ⅴ）その他  

特になし  
審議事項  
（ⅰ）令和 5 年度事業報告について  

田中理事長より、【審 -資料 1】に基づいて説明がなされ、承認された。  
（ⅱ）令和 5 年度会計報告について  

野口会計担当理事より、【審 -資料 2】に基づいて説明がなされた。また太田監事
より、適正に処理されていることが報告され、承認された。  

（ⅲ）令和 7 年度事業計画案について  
田中理事長より、【審 -資料 3】に基づいて説明がなされ、承認された。  

（ⅳ）令和 7 年度予算案について  
野口会計担当理事より、【審 -資料 4】に基づいて説明がなされ、承認された。  

（ⅴ）その他  
特になし  

4 .  理事長挨拶  
田中理事長よりご挨拶があった。  

 
（文責：幹事  赤澤祐美、平野智也）  
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令和 7 年度事業計画案  

 

1 .  東京体育学会第 1 7 回学会大会の開催  
日  時  ：  令和 8 年 3 月  
場  所  ：  未定  

 
2 .  研究会の開催（年 2 回）  

令和 7 年度第 1 回研究会（第 1 0 5 回）  
令和 7 年 7 月中旬：開催場所、形式は未定  

令和 7 年度第 2 回研究会（第 1 0 6 回）  
令和 7 年 1 1 月中旬：開催場所、形式は未定  

 
3 .  研究誌「東京体育学研究第 1 7 巻」の刊行  
 
4 .  会報「とうきょう」の発行  

「とうきょう」（2 0 2 5 年度 .N o . 1）  令和 7 年 7 月発行  [ W e b 上に掲載 ]  
「とうきょう」（2 0 2 5 年度 .N o . 2）  令和 7 年 1 1 月発行  [ W e b 上に掲載 ]  
「とうきょう」（2 0 2 5 年度 .N o . 3）  令和 8 年 3 月発行  [ W e b 上に掲載 ]  

 
5 .  若手研究助成事業  
 
6 .  諸会議の開催  

総会（1 回）  令和 8 年 3 月  
 理事会（3 回）令和 7 年 7 月中旬、令和 7 年 1 1 月中旬、令和 8 年 3 月上旬  
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令和 7 年度予算案  

 
 
 

（単位：円）

大科目 中科目 小科目 予算額 前年度予算 差額 　内訳/注記

会費収入 1,650,000 1,800,000 ▲ 150,0001,100名×＠1,500

入会金収入 5,000 5,000 0 10名×＠500

事業収入 5,000 0 5,000
寄付金・補助金収入 315,000 320,000 ▲ 5,000

収入合計 1,975,000 2,125,000 ▲ 150,000

大科目 中科目 小科目 予算額 前年度予算 差額
事業費支出 学会大会費支出 臨時雇賃金支出 50,000 50,000 0

会議費支出 230,000 230,000 0
旅費交通費支出 10,000 10,000 0
通信運搬費支出 10,000 10,000 0
消耗品費支出 10,000 10,000 0
諸謝金支出 90,000 90,000 0
学会賞金支出 60,000 60,000 0

(小計) 460,000 460,000 0

研究会費支出 臨時雇賃金支出 10,000 10,000 0
会議費支出 10,000 10,000 0
旅費交通費支出 10,000 10,000 0
通信運搬費支出 5,000 10,000 ▲ 5,000
消耗品費支出 10,000 10,000 0
諸謝金支出 80,000 80,000 0

(小計) 125,000 130,000 ▲ 5,000

学会誌刊行費支出 通信運搬費支出 80,000 80,000 0
消耗品費支出 100,000 100,000 0
印刷製本費支出 400,000 400,000 0

(小計) 580,000 580,000 0

学術連合会費支出 学術連合会費支出 30,000 30,000 0

(小計) 30,000 30,000 0

管理費支出 常設委員会費支出 会議費支出 50,000 50,000 0
旅費交通費支出 30,000 30,000 0
通信運搬費支出 10,000 10,000 0

(小計) 90,000 90,000 0

その他管理費支出 事務アルバイト代支出 360,000 360,000 0
幹事手当支出 120,000 120,000 0
旅費交通費支出 20,000 20,000 0
通信運搬費支出 47,000 40,000 7,000
消耗品費支出 25,000 20,000 5,000
選挙管理費支出 0 200,000 ▲ 200,000
委託費支出 78,000 60,000 18,000
予備費 40,000 10,000 30,000

(小計) 690,000 830,000 ▲ 140,000

支出合計 1,975,000 2,120,000 ▲ 145,000

収入合計 1,975,000
支出合計 1,975,000
収入合計－支出合計 0

前年度（R5）繰越金 853,505
次年度への繰越金（予定） 931,240

Ⅰ　事業活動収入

Ⅱ　事業活動支出

▲前年度に対する予算減

（単位：円）

大科目 小科目 予算額 前年度予算 差額 　内訳/注記
事業費支出 若手助成金 600,000 600,000 0 3件

手数料 2,640 2,000 640
支出合計 602,640 602,000 640

基金口座 2,045,243
支出額 602,640

次年度残金 1,442,603

令和7年度基金口座予算案

Ⅰ　支出
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新入会員  

（令和 6 年 3 月 4 日～令和 7 年 3 月 5 日）  

計 3 3 名  

会員 1 1 6 7 名（令和 7 年 3 月 5 日現在）  
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